BluWave-ai、特許件数を順調に拡大 – 米国特許商標庁に出願済みの特許件数が30件に達する、既に7件は特許権を獲得

電力需要の増加に対応するための北米の送電網の拡充を実現するプラットフォームを確立

BluWave-ai　　2024年10月7日


BluWave-ai社（本社：カナダ、オタワ市、社長：デヴァシッシ・ポール、読み：ブルーウェイブ・エイアイ）は、米国特許商標庁に出願した特許件数が30件に達したことを発表しました。その内、既に７件が特許権を取得しており、2024年9月29日に新たに１件が承認されました。世界的なエネルギー源の転換や、運輸、産業、住宅、エネルギーの各分野における電化を促進すべく、会社設立以降７年間に渡り一貫して戦略的な開発活動を進めてきた成果と言えます。

BluWave-aiでは以下の領域に戦略的に取り組んでまいりました。
・エネルギー事業者
・電気自動車やスマート家電
・発電事業者および送電事業者
・エネルギー消費者（一般住宅、産業事業者、フリート運営者、等）

電力需要が増える一方で節電努力の成果もあり、最近数年間の北米の送電網へかかる負荷は安定的に推移しています。しかし、二酸化炭素排出や気候変動のリスクが高まることにより、今後10年間で政府の支援を受けた運輸業界やエネルギー事業者による電化が飛躍的に進むと考えられています。米国エネルギー省の予測によると、送電網の近代化のための投資額は米国内だけで3500億ドルから5000億ドルに達する見込みです。エネルギーの分野に明るい経営コンサルタントのブラトル・グループは、強力な電化推進のためには次の10年間で1600億ドルの投資が必要であると推測しています。

BluWave-aiのデヴァシッシ・ポール社長は、「このような見通しの中、BluWave-aiでは過去７年間に渡り数々の発明を重ね、電力需要と化石燃料に代わる再生可能エネルギーによる発電量との需給バランスを図るインテリジェント・ソフトウェア開発しました。それを送電網に組み込むことで、蓄電池などの高額な設備投資を圧縮することができます」と説明しました。さらに、「BluWave-aiでは、このようなインテリジェント・ソフトウェアの市場は140億ドルから200億ドル規模になると予想しており、それは北米圏の電化に対応するための送電網への追加投資総額の４％程度になると考えております。弊社の保有する特許や商品は、このようなスマート・グリッドへの移行を可能にするものなのです」とポール社長は市場規模と同社の役割について語っております。

BluWave-aiでは特許や発明をEdge & Center Energy Optimization というプラットフォームを通じて商品化し、数年分のあらゆる運用データを蓄積したデータベースとAIによる予測モデルを組み合わせたAtlasという商品を提供しています。

「電力需要の増加や気候変動への対応のために、従来の送電網をソフトウェアの力で柔軟で効率の良いスマート・グリッドへと進化させるという世界的な流れを、BluWave-aiの先進的技術が支えています」と開発担当シニアディレクターのトーマス・トリプレットは語ります。「持続可能な地球環境の維持に貢献すべく、送電網の性能と信頼性の向上を、コスト効率の良い拡張性の高い形で提供しています。」

BluWave-aiは既に米国で30件の特許を出願しており、次に挙げる７件が既に特許権を得ております。

· AIの活用により、変動する再生可能エネルギー発電と蓄電を最適化し、同時に蓄電池の寿命を最大化するもの：２件（特許番号11,133,676および11,831,163）

· 送電網の最適化に関わるもの：3件（特許番号10,510,128、11,170,456、および11,830,090）
AIを活用した予測能力により送電網を最適化し、エネルギーのロスを最小化すると同時に送電網上のリソースの効率的な活用を実現するものです。風力発電施設、太陽光発電施設、蓄電設備など、さまざまなシステムに活用できます。
· 電気自動車フリートの充電の最適化に関わるもの：１件（特許番号11,267,362）
AIの活用により、電力資源の需要と供給を予測し、電気自動車のフリートの効率良い低コストな充電を実現します。
· AIの活用により、送電網上の蓄電設備の最適かつ柔軟な充電を実現するもの：１件（特許番号12,040,650）

「カナダ随一の法律事務所として、BluWave-aiを顧客として迎えることは大きな喜びです。同社の開発するAIを活用したエネルギー最適化のための先進的なソリューションの数々は、我々の環境保全とイノベーションに対するコミットメントとも合致します。今後同社の製品が市場で成功することを期待しています」とBorden Ladner Gervais LLP（カナダ最大の法律事務所）のCOO、ロブ・モリス氏が話しました。

Innovation Asset Collective（カナダ政府の元でカナダの中小企業の知的財産戦略を支援する団体）のCEO、マイク・マクリーン氏は「世界で成功するテクノロジー会社となるためには、カナダの企業は知的財産を戦略的なツールとして活用する方法を理解し、強力な知的財産の保有で成長をサポートする必要があります。自ら保有しない技術を商業化することはできません。自由に使える技術を持っていてこそ、カナダ経済に貢献するような高いリターンを得ることができます。知的財産の構築を通して、自らのイノベーションの成果から経済的リターンを生み出すことのできるBluWave-aiのような企業が、一層の知的財産の強化に取り組んでいるのは非常に喜ばしいことです」と語りました。

BluWave-aiでは、さまざまな顧客、パートナー企業、研究所、大学などに対して、ライセンス契約を通して戦略的に知的財産を提供する機会を歓迎します。当社の商品をライセンス契約を通して活用していただくと、商品に投入されているすべての知的財産を活用することができます。お問い合わせは info@bluwave-ai.comまでお願い致します。


BluWave-aiについて

2017年に設立された弊社は、カナダのオタワ市に本社を置き、AIを駆使した輸送手段の電化と再生可能エネルギー活用の領域において世界の最先端を行く企業です。AIを活用したソリューションをSaas方式で提供し、世界中で再生可能エネルギーの普及や輸送手段の電化に注力しています。弊社の商品は、発電源の異なる電力（再生可能エネルギーも従来型の発電方法による電力も）をリアルタイムで管理し最適化します。こうすることで、弊社の顧客である車両フリート運営者や企業、電力会社などは、電力の購入、蓄電、消費、それぞれの場面で最適な判断が可能となります。弊社は現在までに1600万ドル以上の資金調達に成功しており、オンタリオ州の電力会社であるOntario Power Generationの子会社PowerON Energy SolutionsやSustainable Development Technologies Canadaからも出資を受けております。


＜お問い合わせ先＞
Brandon Paul, Senior Corporate Marketing Manager, BluWave-ai   
brandon.paul@bluwave-ai.com
www.bluewave-ai.com

